
両である。したがってこれ以ヒの貨1111:来事を必要とする場合に

はハ γ7'tN~ IIï. Jおとなる。 ハソプ燥車場の 1 本の転落線による能

力は 2，500 同程度て'ある。 tiif'lIJ易の{:I訳能力の>1ミ例を示すとtp;

3 表の とおりである。

1\一訳静止の長さ(総有効:長)も仕訳能力を決定する大きな製薬

2. 平問機l\ï t，場面己総宙科 l裂

下リ号l上

よt) 号 l上

b 特肉区

制奇) .l:. l?o. 下 t) 号 )1二

3 ハ γプ機平場の悶線

特闇E、 貰.~ .&JI i'l線 舷i'l疎

新関凡操 j\I 場

かし ゃ ちゅう

であ る。

首p; 3 表操車場の仕訳能力

~)- 島町 能 1J tJl 成 自E )J 
駅 名 形式

庁|川:3転百蕗:線辰吉当右り 11本お i�'¥ 15 1上級当り 本型j 計
JI' '1<

姫 路 平同l 800 2) 1.600 800 ) 2) 1.600 

岡山 平iiii 1.200 21 2.400 1.200 21 2.400 

田端 ハ γ フ 2,400 1 捌 I I ! 山太・;，~; J、ン フ 2,400 プJI均 ))IJ l ,83600 [) 4,320 2' 4,800 
駅 ))IJ

:ïfr筒見 ，、 :/ 7、 2,640 方向日IJ
駅日1\

吹凶 J、‘ノプ 2.000 ')j前iJ}J IJ ~.222 1 ~ I 6.000 
駅 日IJ 1.000 12: 

1\:え1\総の総延iてと l 日 の倣Jj[数との関係は一般に次式で表わ

さ;ì t る a

L 24 
z =~x 一一一 ×ー
1 1 '" 

ただし Z : 1 E\ 平均放 ] Ii数

L: {:U火線の総称効長 (m)

1 : 11:11i 1 111平均の長さ (7.3 m)

1 : 1't 111 平均滞'i[j 1時間( 61時間)

11: f'w:\'.iに支附のない .f'i\l交の収容lli数

m 収谷し得る最大卒数

士=0.6 程度であるから z寸
したがって仕訳線の総延長を 3 m で測ればだいたい仕訳紋の

長さによる欲能力がわかる こと となる。なお ， {.上 wx総の数は{J:

訳を行う方而別の数または以数で・定まる。ー」貨車 1"\ iJ!lJtt ÎJ~装

置。(内田隆滋)

かし 々 ち ゅ うけいじかん 貨車中継時間 1'í:1liの中継叡にお

いて ， 中継J1iが到着した列車から他の列車に継送された場合の

継送所要時間。すなわち到着列111の~1 時刻から?を列111の発時刻

ま でを貨司王中継1時間といい，貨車体留I待問とともに1-'tjll運用創J

率を左右する 2 大要素とな っ ている。

1'(阜の中継l時間は，各駅の構内事的により異な ってい るので

貨卒中継成総を報告させ貨車中継11寺間笑献の内容を検討し構内

作業，線区輸送力の配也， 貨ヰ1m結~~;の政務資料としている。

中継時間の部i査は非常に煩墳(はんさ)であるから，この報t号は

と く に定める J!JJ聞にかぎ司 て徴することとな っ ている。

貨車の中継11寺 1h1は各駅それぞれ呉なっているが，各駅におけ

る列車配列，鱗内作業の尖wおよび中継1時!日!の突総等からそれ

ぞれの駅の貨車中継標準時間を算定し， その駅における貨車中

継時間の突絞と照合して成絞の良否判断の資料としている。し

たがって貨車中継標準時聞は各駅異なっており ， また時刻改正

のつど改訂されるのである。

なお貨車の中継i時聞は貨車中継簿に記入された中継車の 1111

l 車について， 到着から継送列車発事までの時聞につき計算さ

れるわけであるが， 取扱車数の多い組立以においては中継時間

の計おーがきわめて困難て'あり ， 相当期間にわたって巡統的に制

査することは多大の労力と時間を裂するので，現在市数 と 時間

別発着車数を基礎とする方程式から勘案された貨車中継時間速

算式を使用することとしている。

この速n式は 1 時間区切りの構内現車の滞留時間(中継に裂

したl時間)は， 常にそのE見事数と同数の延耳目時(延1時間でもあ

る)で表わすこ と ができるとし、う 理論にもとづき，榊i勾に滞留

した総:延平時間を総発送車数で除して 1 111平均の中継時間を求

めるのであ る。
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